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【目的】 

 シリンジ採血後は、真空採血とは異なり、必ず採

血管に分注する作業が必要となる。その際に手技を

誤ると検体が溶血してしまう場合がある。今回、我々

はいくつかの分注方法において、どのような溶血度

合いが生じるか検証した。 

【対象と方法】 

 当検査科のスタッフより１０ｍｌシリンジ（２２

Ｇ採血針使用）にて約１０ｍｌ採血し、以下の４通

りの方法で血液を採血管に入れてもらう（約２ｍｌ） 

（１）採血管の蓋、採血針ともに取り、管壁に沿っ

て圧入。（２）採血管の蓋は取り、採血針はつけた状

態で管壁に沿って圧入。（３）採血管の蓋、採血針と

もにつけた状態で管壁に沿って分注。（４）採血管の

蓋はつけたまま、採血針を翼状針に変えて、管壁に

沿って分注。 

採取した血液は室温放置後、凝固を確認してから遠

心分離し、溶血にて影響を受ける項目（ＡＳＴ、Ｌ

ＤＨ、Ｋ）を測定した。また、溶血度合を表すのに

吸光度（４１０ｎｍ－４８０ｎｍ）で示した。 

この手順を検査科スタッフ６名にて行い、比較検証

した。また、採血後、１度抗凝固剤入り採血管に入

れ、血球にダメージを与えた状態でも上記の方法に

て検証してみた。 

【結果】 

肉眼的には、すべての検体において溶血はみられな

かった。また、測定値・吸光度においては、全ての

方法で目立った影響は見られなかった。 

【まとめ】  

 今回の検証での分注方法においては、溶血影響は

見られなかったが、今後も溶血影響を回避できるよ

うな手技にて採血に取組んで行きたい。 
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